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谷 野　 亜 美
AmiYano ＊＊＊
広汎性発達障害を持つ子どもの有病率等に関して、2006 年に鷲見らは名古屋市西
部において2004 年10 月1 日現在の満6 ～8 歳児の有病率が2.1％（高機能1.5％）で
あること1）を、 また2008 年に河村らは豊田市において1994 年1 月から1996 年12
月に出生した児の2002 年4 月までの累積発生率が1.81% 、（高機能1.2% ）であること2）
を報告している。すなわち100 人に2 人程度の子どもが広汎性発達障害を持ち、うち
半数以上の子どもが高機能広汎性発達障害を持っていることになる。また、注意欠陥





児12.6 ％、4 歳児9.9% 、5 歳児8.9 ％であうたこと牡を、平滓らは、ある市の保育所














＊ 教育学部こども発達学科保育・初等教育専修平成19 年度生 （現ゆたか保育園）
＊＊同（現北名古屋市立弥勒寺保育園ト　　　　　　　　　　　　 ニ
69













平成22 年1 月にA 市内の市立保育所27 施設及び私立保育所21 施設の長に調査票























表1 犬入所児数（平成22 年1 月末現在）
椙山女学園大学教育学部紀要　Vol. 5　2012 年
市　立 私　立 合　計
O歳児 4 9 105 1 5  4
1歳児 2  7  3 2  1 5 4  8 8
2歳児 3  8  6 2  6  8 6  5 4
3歳児 4  6  8 2  7 9 7  4 7
4歳児 4  7  8 2  6 6 7  4 4
5歳児 5  2  5 2  7 5 800
合　計 2,178 1, 4 14 3,592
表2　 発達障害（疑いを含む。）を持つと診断されている子どもの受入状況
受入あり 受入なし 未回答 合　計
市　立 1 7 8 1 2 6
私　立 8 6 0 1 4





表3　 発 達障害（疑いを含 む。） を持つ と診断されている子どもの受入人数（平成22 年1 月末現在）
O歳 1歳 2 歳 3歳 4歳 5歳 合計
市　立 0 0 3 8 1 5 1 9 4 5


















あ　り 1 1 3 1 4
な　し 3 2 5
未回答 3 3 6
合　計 1 7 8 2 5
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あ　り 20 1 1 3 1
な　し 1 3 4
未回答 5 0 5
合　計 2 6 1 4 40
（2）「気になる子」の人数




表6　 いわゆる「気になる子」の受入人数（平成22 年1 月末現在）
O歳 1歳 2 歳 3歳 4 歳 5 歳 合計
市　立 1 9 2 2 4 3 2 4 2 9 12  8
私　立 1 9 7 1 9 1 7 1 4 6 7
合　計 2 1 8 2 9 6 2 4 1 4 3 1 9 5
表7　 いわゆる「気になる子」の在籍数に占める割合（％）（平成22 年1 月末現在）
O 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合計
市　立 2.0 3.3 5.7 9.2 5.0 5.5 5.9
私　立 1.0 42 2.6 6.8 6.4 5.1 4.7
合　計 L3 3.7 4.4 8.3 5.5 5.4 5.4
保育所ごとの在籍数に占める割合の範囲は公立で0  ～20.6% 、私立で0  ～13.7％と
施設間の格差が大きかった。　　　　　　　　　　　こ　　　犬上 ・
（3）「気になる子」の特性
各年齢別の延べ数を表8 に、各年齢別上位5 位までの特性に関する割合（O 歳児を
除く。）を図1 に示す。　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　レ
表8　 年齢別の特性（上位5 位まで記載。 O歳児は1 人のため除く。）


















































1歳 2歳 3歳 4歳 5歳
‐ 落ち着きがないなど 50.0 37.9 35.5 24.4 27.9
‐ 情 緒不安定など 33.3 37.9 24.2 36.6 25.6
朧指示が 通りにくいなど 11.1 20.7 29.0 26.8 41.9
‐ こだわり 16.7 3.4 27.4 17.1 20.9
職人とのかかわりを持ちにくいなど 11.1 17.2 24.2 17.1 9.3
朧言葉 の遅れなど 50.0 31.0 9.7 0 7.0
朧会話 が成立しにくい 5.6 3.4 17.7 12.2 11.6
朧切り替えが難しいなど 5.6 17.2 3.2 7.3 0
図1　 気になる特性に関する割合 （特性／気になる子 の数。各年齢別上位5 位まで。O 歳児を除く。）
「落ち着きがないなど」は1 ～5 歳を通じて多いが1 ～3 歳では1 位となっている。
「情緒不安定など」も1 ～5 歳を通じてみられるが4 歳で1 位となっている。「言葉の
遅れなど」は1 ～2 歳まで多いがその後少なくなっている。「指示が通りにくいなど」
は3歳以降で多くなり5 歳では1 位となっている。「人とのかかわりを持ちにくいなど」





あ　り 11 7 1 8
な　し 4 4 8
未回答 5 0 5




















表10　 専門 機 関な どに 希望 する 技術 支援 の有 無
市　立 私　立 合　計
あ　り 1 5 7 2 2
な　し 2 4 6
未回答 9 3 1 2








































在籍児に占める割合は、O 歳児1.3% 、1 歳児3.7％、2歳児44% 、3 歳児8.3％、4歳
児5.5% 、5 歳児5.4% 、合計5.4% であった。
高田らは、ある市の公立保育所の保育士を対象とした調査の結果「気になる」と





は全体で13.3%   （0歳児7.75% 、1 歳児12.9％、2歳児9.25% 、3 歳児17.54％、4歳児







複 数 判 定 に よ り 回 答 を 求 め て い る5 ）こ と か ら 、 「 気 に な る 子 」 の 頻 度 の 違 い は 、 調 査
対 象 者 の 経 験 年 数 な ど に 影 響 さ れ て い る こ と が 推 測 さ れ る 。 今 回 の 調 査 は 一 定 の 経 験
を 有 す る 保 育 所 の 施 設 長 を 対 象 と し て 実 施 し た こ と か ら 高 田 ら や 郷 間 ら の 報 告4 ）6 ）
よ り も 低 め の 頻 度 に な っ た 可 能 性 が あ る 。 し か し 、 「 気 に な る 子 」 の 在 籍 児 に 古 め る
割 合 に つ い て は 施 設 間 でO ％ か ら20.6% と 大 き な 差 が み ら れ 、 保 育 所 の 施 設 長 で あ っ
て も 「 気 に な る 子1 に 関 す る 認 識 な ど の 違 い が あ る こ と が 伺 わ れ た ノ
ま た 、 「 気 に な る 且 特 性 に つ い て 、 「 落 ち 着 き が な い な ど 」 は1 ～5 歳 を 通 じ て 多 い
が1 ～3 歳 で は1 位 、「 情 緒 不 安 定 な ど 」も1 ～5 歳 を 通 じ て み ら れ る が4 歳 で1 位 、「 言
葉 の 遅 れ な ど 」 は1 ～2 歳 ま で 多 い が そ の 後 少 な く な っ て お り 、 「 指 示 が 通 り に く い
な ど 」 は3 歳 以 降 で 多 く な り5 歳 で は1 位 、 「 人 と の か か わ り を 持 ち に く い な ど 」 は
3 ～4 歳 で 、 「 こ だ わ り 」 は3 ～5 歳 で 多 く な っ て い た 。
林 は 山 口 市 の 健 診 受 診 児 な ど を 対 象 に 行 動 特 徴 の 頻 度 を 調 査 し て い る が 、 「 ち ょ ろ
ち ょ ろ 動 い て い る 」 は1 歳6 か 月 児 で 男 女 と も 半 数 以 上 に 認 め ら れ た の に 対 し て 、3
歳 男 児 で 概 ね40 ％ 、 女 児 で 概 ね30 ％ 、5 歳 男 児 で 概 ね30 ％ 、 女 児 で 概 ね20 ％ と 年 齢
が 上 が る と と も に 低 下 し て い る こ と を 報 告 し て い る1O ）。 こ の こ と は 今 回 の 結 果 で 丁 落
ち 着 き が な い な ど 」 が1 ～3 歳 で は1 位 で あ っ た こ と と 符 合 す る 。
一 方 、 河 村 ら は 、3 歳 前 後 に は 自 閉 性 障 害 の 明 確 な 特 徴 が あ る も の の 、 そ の 後 の 経
過 を 観 察 す る う ち に 診 断 基 準 を 満 た さ な く な る 事 例 を 多 く 経 験 し て い る こ と を 報 告 し
て い る2 ）。 小 枝 は 鳥 取 県 に お け る5 歳 児 健 診 の 結 果 、1.9% の 子 ど も が 広 汎 性 発 達 障
害 を 、3.6% の 子 ど も が 注 意 欠 陥 多 動 性 障 害 を 、3.6 ％ の 子 ど も が 軽 度 の 知 的 障 害 を 持
っ て い た と 報 告 し て い る11 ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト　 ＼
ま た 、 被 虐 待 児 が 広 汎 性 発 達 障 害 や 注 意 欠 陥 多 動 性 障 害 と 同 様 の 特 性 を 示 す こ と が
知 ら れ て い る12 ）13）。
こ れ ら の こ と は 、 「 気 に な る 」 特 性 の 原 因 な ど の 見 極 め の 困 難 性 を 示 し て い る と 考




厚 生 労 働 省 「 障 害 児 支 援 の 見 直 し に 関 す る 検 討 会 報 告 書 」 に お い て 、「 発 達 障 害 等
に つ い て は 健 診 だ け で は 発 見 が 難 し い 場 合 が あ り 、 保 育 所 等 の 日 常 生 活 の 場 で の 「 気
付 き 」 に よ り 発 見 さ れ る こ と が 少 な く な い 。 子 ど も の 成 育 の 遅 れ に つ い て の 保 育 士 等
の 「気 付 き 」 を そ の ま ま に し て お く こ と な く 、 適 切 な 支 援 に つ な げ て い く 取 組 を 進 め
て い く 必 要 が あ る 。」 と 記 載 さ れ て い る8 ）。・　　　　　　　　　　　　　　 …
… … 万
A 市 の 保 育 所 に は 、 診 断 さ れ て は い な い が 発 達 障 害 を 持 つ こ と が 疑 わ れ る 子 ど も
が20 人 に 一 人 程 度 在 籍 し て お り 、一 方 で 保 育 士 の 認 識 の 違 い が 大 き い こ と か ら 、今 後 、
こ れ ら の 子 ど も へ の 「 早 期 の 気 づ き 」 の あ り 方 や 「 早 期 の 対 応 」 に 関 す る 体 制 の あ り




中島正夫 ・竹 尾晃子・谷野亜美／ 保育所に通う発達 障害を持つ子ど も・「気になる子」 の状 況について
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3. 発達 障害を持つ子どもや 「気になる子」の保育や保護者支援について困




























































本文の要旨は、第58 回日本小児保健学会（平成23 年9 月、名古屋市）で発表した。
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